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 1  本改修工事について 
中央図書館では、2018年度、ラーニング・コモンズ（以
下、LC）の機能を拡充するために、開館以来となる大規
模な改修工事を行った。2018年8月から9月に2階部分、
2019年2月から3月に3階部分で行った工事は、合計4 ヶ
月間の長期に及ぶものとなった。大学図書館という性質
上、その間の利用者の調査・研究に支障をきたさないよ
う、「大規模な休館は行わない」、「資料へのアクセスは
確保する（書庫を閉鎖しない）」という2点を「絶対条件」と
して事前の調整を行い、工事の方法を決定した。
本稿では、建物を利用したサービスを継続する、「居
たまま工事」で実施した本改修について、事前検討の経
緯、実際に行った作業について報告する。他方、設置計
画の根幹を成した利用者調査、LCの詳細なコンセプト、
設置した施設の狙いと機能紹介、LC設置の効果検証に
ついては、『ふみくら』No.95に詳報を執筆・掲載したため、
別途参照されたい1）。
 2  改修に至った経緯 
まず改修の経緯を簡単にまとめておきたい。大学が掲
げる「対話型、問題発見・解決型教育への移行」の方針に
中央図書館として応えるため、2015年度半ばよりLC整
備の検討を開始した。もとより、中央図書館には2階学
習コーナーをはじめ、LCと呼ばれる機能を備えた施設
があった。そのため、LCの改修を検討するに当たって、
改めて徹底した利用者調査を実施し、利用者ニーズに基
づく新たなLC像を描く必要があった。2017年6月に、中
央図書館各課に各キャンパス図書館担当課のメンバーを
加えた中央図書館LC設置検討チームを組織し、利用者
調査に基づいた検討を通じ、改修コンセプト（図1）、改
修後のエリア配置と施設案を決定した（図2、3）。これら
コンセプトに基づいた、主な改修方針を列挙する。
・ 館内に散在したグループ学習可能なエリアを集約し、
入退館ゲートから2階と3階に及ぶ広範なLCエリア
（Active Area）を整備する。
・ 従来の閲覧席のエリアは、会話を禁止したQuiet Area、
PC利用も禁止したSilent Areaとし、静かで集中できる
環境を維持する。LCエリアとはガラス遮音壁で物理的
に区切り、図書館の奥に進めば進むほど静寂なエリア
とする。
・ LCエリアは、学習・研究の場として、荘厳な雰囲気が
保たれた空間となるよう、什器等の選定を行う。
これらの検討結果を2017年10月に「中央図書館LC設
置計画」としてまとめ、大学との交渉に臨んだ。結果、
2018年度中に図書館の計画通りに2・3階を改修する第1期
工事を実施することが、2018年3月に承認された。
 3  改修工事検討の経緯 
2018年4月より、スケジュールや具体的な設計、関連
する作業について企画・建設課との調整を開始したが、
冒頭に挙げた図書館側の「絶対条件」との兼ね合いもあ
り、交渉は困難を極めた。以下、項目に分けて検討内容
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図1　中央図書館LCコンセプト
図2　改修後の2階のエリア配置とコンセプト
図3　改修後の3階のエリア配置とコンセプト
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とその対応をまとめる。それぞれの検討に当たり、企画・
建設課員には図書館の要求の趣旨をよく理解いただき、
われわれと施工業者とを仲介して難しい交渉を行ってい
ただいた。
■	LCのための広範な空間の確保
入退館ゲートから2階、3階に及ぶ広範なエリアをLC
とするため、2階の当該エリアに設置されていた書架（0
類、文庫・新書）を移設することにした。移設を機に、2・
3階に跨る一般図書の書架全体を整理し、極力分類順に
並ぶよう書架調整を行った。また、移設に備え2・3階の
閲覧席を一部撤去し書架を新設した。文庫・新書は3階
LCエリアに移設し、新たに「文庫・新書コーナー」を設け
た2）。加えて、新たなエリア配置と館内ルールに対応す
るよう、全館の館内サインの刷新、デジタルサイネージ
などの新たな機器の導入も行うことにした。
■	工事期間の調整
工事の規模から、当初は夏季・春季休業期間に加え、
授業期間中にも一部工事が継続する長期のスケジュール
が提案されたが、以下の理由により、まず工期短縮の交
渉が必要だった。夏季・春季休業期間は、国内外からの
多くの訪問研究者が早稲田大学に滞在し、当館にしか所
蔵がない文献の調査を行う期間でもある。当館が世界の
学術機関に対して果たす「研究の早稲田」としての役割に
鑑み、休業期間の全面休館は論外だった。また入試期間
中の一斉休館も提案されたが、中央図書館は早稲田キャ
ンパスのロックアウト期間中でも利用できる数少ない施
設のひとつであり、その期間の利用者数が多いことも考
慮し、これも避けなければならなかった。
交渉の結果、以下の通り工期を設定することで、LC
改修工事による利用者への影響は最小限に抑えられる見
込みが立った。
・ 長期休業期間中の8月と9月に2階工事、2月と3月に3階
工事と工期を2回に分け、授業実施期間に工事を行わな
い。
・ 工事期間中も、開館中は「居たまま工事」をすることで、
長期休館をせず原則として開館・サービスを継続しなが
ら工事を行う。そのかわり閉館後の夜間にも工事を実
施する。
・ 土日や一斉休業期間の前後に、最小限の臨時休館日を
設定する。
■	資料へのアクセスの確保
工事期間中の原則開館が決まると、次に「その期間の
資料へのアクセスの確保」が大きな課題となった。当初
の2階工事案では、研究書庫に繋がる階段が封鎖エリア
に含まれており、研究書庫が利用できず、かつ天井工事
の関係で一般図書も多くが利用できない計画となってい
た。3階工事案も雑誌・新聞をはじめとした多くの書架や、
資料にアクセスするためのルートが封鎖エリアに含まれ
てしまっていた。
中央図書館の心臓部とも言える研究書庫とバックナン
バー書庫へのアクセスは最低限確保する必要があり、他
の資料も可能な限り利用に供するためのルート確保の交
渉を続けた。結果、2階工事では、封鎖される大階段と
エレベータに替わり、非常階段を用いた迂回路を設けて、
研究書庫を含めた他階へのアクセスを確保し、工程の調
整と資料移動を急ぐことで一般図書の利用制限も発生し
ないようにした（図4、5）。また、利用者への調査・研究
支援の中核となるレファレンスサービスも、デスク改修
のための閉鎖期間は設けず、工事期間中もサービスを継
続できるようにした（図6）。
3階工事では、封鎖エリアにあった雑誌カウンターを
維持し、カウンターに続く通路も封鎖しない形で工事を
進めるよう調整を行い、バックナンバー書庫への動線を
確保した（図7）。封鎖エリアに残る雑誌・新聞類について
図4　2階工事時の利用不可エリアの案内
図5　2階工事中の入館ゲート
図6　…工事中のレファレンスカウンター
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は、後述の通り館内に別置場所を準備し、一時的に移動
することにした。
■	学術的な空間・雰囲気を保つための方策
グループ利用と個人利用、発話の利用と静かに集中し
た利用のいずれもが共存し、利用者がお互いに配慮でき
る環境づくりを目指した。また、グループ利用を活性化
する一方で、学習・研究の場として相応しい環境が保た
れるよう、什器の意匠と機能に配慮した。具体的には、
2階入館ロビーとの連続性を意識した天井やカーペット
を選定し、一般的なLCに定番の大型ソファや所謂「ファ
ミレス席」は、提案には挙げられたが、学習の場として
相応しくない利用が懸念されたため中央図書館では設置
を避けた。また、グループ利用を想定しながらも、軽く
て動かしやすい机や椅子ではなく、雰囲気に合うよう、
敢えて重厚感のあるものを中心に設置した。
■	館内飲食の要望への対応
利用者調査でも賛否が割れていた館内飲食について
は、入退館ゲート外に軽食可能なRefresh Areaの新設、
屋外テラスへのテーブル席設置等の方針で準備を進めて
いた。その最中に、同じ建物内の図書館入退館ゲート外
にあった喫茶室（学術喫茶）の撤退が決定し、跡地の活用
計画も図書館に一任されることになった。計画していた
Refresh Areaと合わせ、当該跡地を図書館のリフレッ
シュ・ルームとして整備することとし、内部の意匠や設
備を決定した。
 4  改修工事および工事関連作業 
■	書架移設・新設に伴う資料移動への対応
前述した通り、書架移設・新設に合わせて一般図書の
配架の見直しを行うこととなり、先行して2017年8月か
ら11月にかけて準備作業を行った。複本を中心に蔵書の
圧縮を行ったほか、分類順に並べた時の資料移動のシ
ミュレーションを行い、実際の資料移動に備えた。
2階工事では、0類および文庫・新書の2階から3階への
移動、8類資料の3階から2階への移動、3階大型本の新設
書架への移動を行い、大規模な書架調整を行った。工事
期間中、一時的に封鎖エリアに残される資料もあったが、
それらも出納での貸出に対応することで、利用制限は設
けなかった。
3階工事では、鳩の巣書架の雑誌の最新号は2階新着図
書架、最新号以外はバックナンバー書庫3階、一般雑誌・
紀要類はバックナンバー書庫5階、新聞は3階Quiet Area
閲覧席を臨時置場として資料移動を行い、工事期間中の
アクセスを確保した（図8、9、10）。一方、封鎖エリアに
残された文庫・新書は、他館所蔵資料で代替できるもの
が多いと判断し、工事期間中は利用不可とした。
■	什器撤去への対応
改修対象エリアはほぼ全面改装となったため、既存什
器の撤去と移設、OPAC端末やインターネット端末等の
情報関連機器とロッカー等の一時撤去や再設置作業が発
生した。既存エリアについても書架新設等に伴い、一部
什器の撤去や移設といった作業が発生した。いずれの作
図7　3階工事中の雑誌カウンター
図8　2階臨時新着雑誌置場
図9　…バックナンバー書庫3階臨時雑誌置場
図10　3階臨時新聞置場
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業も工事開始直前や工程の中で必要になる度に、閉館後
の作業で一挙に対応し、利用者へ与える影響は最小限と
なるように配慮した。
■	工事関連の広報
長期休館はしないものの、長期間に渡り館内利用に制
限が生じるため、利用者への広報は丁寧に時間をかけて
行った。施工業者が確定後すみやかに工事の予告を行い、
具体的な利用制限は追って館内掲示と各種ニュースの配
信を行い、周知を図った。広報は日英併記とし、館内に
複数の大型掲示、Webサイトへの掲出、MyWasedaへ
お知らせを繰り返し掲載し、工事の進捗報告も含むSNS
広報も積極的に行った。
■	「居たまま工事」に伴う工事期間中の対応
工事期間中は、「居たまま工事」という性質上、館内に
大きな騒音が響くこともあり、開館中はトラブルも発生
した。また利用制限内容の複雑さ、それらに関するサイ
ンや案内の分かりづらさに対するクレームも多数あっ
た。特に2階工事は大幅な館内動線の制限が伴い、研究
書庫の利用者からの不満が多く寄せられたが、かろうじ
て書庫の利用可能な状況を確保しているという事情への
理解を求めた。工事期間中は一部の階でエレベータが利
用できず、身体の不自由な方を含め、各階への移動が難
しい方に対しては、スタッフがすべての資料の取り出し
に応じるなど、最大限の配慮に努めた。
その他、工事に伴う想定外のトラブル、例えば、電気
工事に伴う急な停電や天井工事による粉塵の落下、情報
関連機器の一時撤去・再設置予定と工期とのズレの発生
などがあり、対応に追われる日が続いた。こういった状
況に対して厳しい声もあったが、大多数の利用者には、
大規模工事にも関わらず図書館サービスを継続してい
ることを好意的に受け止めていただき、励みになった。
SNS等でも、工事に対する目立った苦情や意見は見られ
なかった。
 5  改修工事後の対応 
改修工事後も、再設置した情報関連機器の仕様と合わ
ない什器の加工、LC内の電源配置の調整、想定と異なっ
たガラス遮音壁の仕様やサインの誤りの修正等、対処が
必要な点は多数発生したが、概ね大きな問題はなく終了
した。現在、LC設置の効果検証を進めているところで
ある。改修後の館内の様子や施設については、一部を図
11-18に示したほか、改修に関するWebサイトも参照さ
れたい2）。
本改修は、館内各課で一致して取り組むことで、設置
構想から具体的な計画、工事中の案内、トラブル対処に
至るまで、どうすれば最も利用者のためになるのか、各々
の本来業務の観点から知恵を出し合い、網羅的に掬うこ
とが出来たと考えている。2・3階以外を対象とした第2期
工事も、既に2019年度中の実施が決定している。また、
言うまでもないことだが、今後新しくなった施設でどの
ようなサービスが展開されていくのかが最も重要であ
る。引き続き、真に利用者が求める中央図書館を目指す
べく、全館を挙げて業務に当たっていきたい。
1）…稲葉直也.…早稲田大学中央図書館ラーニング・コモンズ改修報告…:…利
用者調査に基づいた設置計画の策定と効果検証.…ふみくら.…2019，…
no.95，…p.2-5.…http://hdl.handle.net/2065/00061954，…（参照2019-
04-02）.
2）…改修後の中央図書館内の詳細は、以下のWebサイトを参照。
4月1日（月）中央図書館リニューアル・オープン！ .…2019年4月1日.…
https://www.waseda.jp/library/news/2019/04/01/6361/，…（参照
2019-04-02）.
図16　3階文庫・新書コーナー
図13　3階コモンズ3　
図11　2階コモンズ1　
図17　リフレッシュ・ルーム
図14　3階コモンズ4
図15　3階鳩の巣書架・当日新聞架
図12　2階コモンズ2
図18　屋外テラス席
